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   Circuletin - a preparation of circulatory hormone that is extracted from pancreatic 
tissue - was used to facilitate the passage of the ureteral calculi. In our series of 23 
cases, the stones of 17 cases (74%) passed spontaneously, in two cases operation had to 
be performed and in four cases no result was obtained. In successful cases, 60 per 
cent of the stones passed spontaneously within two weeks. In several cases the excretory 
urogram revealed little or no progress in the descent of the calculi and a progressively 
enlarging hydronephrosis or delayed renal function. In such impacted calculi the 
passage of stones occured within a period of two or three weeks after the beginning 



















56),中川(1956)等の報告 がみ られ,著 者等
(1957)も鎮痛 的効果乃至抗 痙攣作 用にっ いて
報 告 してい る.
Circuletin(帝国臓器)は哺乳動物 の膵臓 か ら
抽 出分離 した循環系 ホルモンの一種 で,注 射液
は1管 中に10生物学 的単位 を,錠 剤はその1錠
中に50生物 学的単位 を含有す る.吾kは これを
尿管結 石症 に使用 してそ の自然排 出促 進,特 に
小 さな結石 で も長期 間下降 の傾 向を示 さない所
謂impactedcalculiに対 して も自然排 出を
促 す効果を認めた のでそ の成績を報告 す る.
成 績
症例は尿管結石症23例で,各 症例の性,年令,患 側






































































































































































































































































も骨盤部,2週 間以内は3例 で何れも腹部,4週 間以
内は3例 でこの中1例は骨盤部,2例 は腹部,数 ケ月
以内3例 で1例 は骨盤部,2例 は腹部である.1.Ocm
以上の1例 は2日後でこれは膀胱壁部にあつた.手術



























































































































































1)尿 管結 石症 の23例にCirculetinを使 用
して結石 の自然排 出17例(74%),結 石 の位 置
不変 の為 め尿管切石術施行2例,不 明4例 の結
果を得 た.
2)自 然排 出の17例申10例(60%)は治療 開
始後2週 間以 内に結 石 の排 出があ り,叉 所 謂
impactedcalculiの数例 に2～3週 間以 内
に自然排 出を来 さ しめて,鎮 痛 的及 び結石 の 自
然排 出促進 の効果 を認 めた.
3)副 作用 としては1例 に軽度 の胸部 圧迫感














4)市 川 ・新 島=日 泌 尿 会 誌,46:397,1955,
5)稲 田 ・後 藤 ・仁 平 ・酒 徳 ・片 村:泌 尿 紀 要,3=
80,1957.





9)中 川 二臨 林 皮 泌,10;526,1956.
10)齊 藤 ・石 井:泌 尿 紀 要,2:217,1956.
11)Singer,P.LJ.Uro1.,5821'6,19三7.




























図2=症 例6,排 泄 性 腎孟 撮 影,
圧 迫帯 使 用,30分後.
肇
図5:症 例19,排 泄 性 腎孟 撮 影,

























図7:尿 管痙攣症,排 泄性腎孟 図8:尿 管痙攣症,Circuletin10図9:尿管痙撃症,Circuletin10
撮影,圧迫帯使用,15分後. 生物学的単位筋注直後.生 物学的単位筋注5分 後.
